
　

町
社
会
福
祉
協
議
会
で
は
、
次
の
と
お

り
臨
時
職
員
を
募
集
し
ま
す
。

【
募
集
内
容
】
一
般
事
務
職
１
名

【
応
募
要
件
】
町
内
在
住
者
で
満
18
歳
以

上
40
歳
以
下
で
、
普
通
自
動
車
免
許
証
を

所
有
し
て
い
る
者

【
勤
務
時
間
】
午
前
８
時
30
か
ら
午
後
５

時
15
分
ま
で

【
任
用
期
間
】
４
月
１
日
か
ら
平
成
32
年

３
月
31
日

【
賃
金
等
待
遇
】
町
社
会
福
祉
協
議
会
臨

時
職
員
給
与
等
に
関
す
る
規
程
を
適
用

【
選
考
方
法
】
書
類
審
査
、
面
接
（
面
接

日
は
後
日
連
絡
）

【
提
出
書
類
】
履
歴
書
（
写
真
添
付
）・
普

通
自
動
車
免
許
証
（
写
し
）

【
受
付
期
間
】
２
月
１
日
㈮
ま
で

【
問
い
合
わ
せ
・
申
し
込
み
】
町
社
会

福
祉
協
議
会
☎
０
５
５
（
２
７
２
）

４
１
７
９

　

町
社
会
福
祉
協
議
会
で
は
、
次
の
と
お

り
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
職
員
・
登
録
ヘ
ル
パ
ー

を
募
集
し
ま
す
。

■
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
非
常
勤
介
護
職
員

【
勤
務
地
】
町
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
セ
ン
タ
ー

【
業
務
内
容
】
食
事
、
入
浴
、
排
せ
つ
、

着
脱
衣
、
移
動
等
の
生
活
介
助

【
勤
務
日
】
月
曜
日
か
ら
土
曜
日
の
う
ち

週
３
日
程
度
（
祝
日
も
含
む
）

【
勤
務
時
間
】
午
前
８
時
か
ら
午
後
５
時

【
応
募
条
件
】
普
通
自
動
車
免
許
証
所
有

者
で
65
歳
以
下
の
健
康
な
方

【
募
集
期
間
】
１
月
末

【
任
用
予
定
日
】
４
月
１
日
か
ら

■
訪
問
介
護
（
登
録
ヘ
ル
パ
ー
）

【
勤
務
地
】
町
内

【
業
務
内
容
】
訪
問
介
護

【
給
与
等
】
社
会
福
祉
協
議
会
非
常
勤
職

員
に
関
す
る
規
則
に
よ
る

【
応
募
条
件
】
介
護
職
員
初
任
者
研
修
（
ヘ

ル
パ
ー
２
級
）
受
講
修
了
者
以
上
で
普
通

自
動
車
免
許
証
及
び
自
家
用
車
を
所
有
し

て
い
る
者

【
問
い
合
わ
せ
・
申
し
込
み
】
町
社
会

福
祉
協
議
会
☎
０
５
５
（
２
７
２
）

４
１
７
９

　

町
で
は
、
次
の
と
お
り
町
営
・
町
有
住

宅
の
入
居
者
を
募
集
し
ま
す
。

■
町
有
住
宅
市
川
団
地
（
富
士
見
地
区
）

【
募
集
戸
数
】
２
Ｋ
（
２
戸
）

【
建
築
年
】
昭
和
47
年

【
家
賃
】
月
額
１
５
，
０
０
０
円

【
入
居
資
格
】
▽
住
宅
に
困
窮
し
て
い
る

方
▽
町
税
な
ど
の
滞
納
が
な
く
独
立
の
生

計
を
営
む
方
な
ど

【
選
考
方
法
】
町
有
住
宅
設
置
及
び
管
理

条
例
に
よ
る

【
募
集
期
間
】
１
月
９
日
㈬
～
１
月
22
日

㈫
（
平
日
午
前
８
時
30
分
～
正
午
・
午
後

１
時
～
５
時
）
※
入
居
は
２
月
上
旬
か
ら

【
申
込
方
法
】
必
要
書
類
に
所
要
事
項
を

記
入
し
、
本
人
ま
た
は
申
し
込
み
事
情
を

詳
し
く
説
明
で
き
る
方
が
町
ま
ち
づ
く
り

推
進
課
ま
で
持
参
し
て
下
さ
い
。

【
問
い
合
わ
せ
・
申
し
込
み
】
町
ま
ち
づ

く
り
推
進
課
住
宅
係
☎
０
５
５（
２
７
２
）

１
１
３
６

　

鰍
沢
税
務
署
で
は
税
理
士
に
よ
る
無
料

申
告
相
談
会
を
開
催
し
ま
す
。

【
日
時
】
２
月
５
日
㈫
午
前
10
時
～
正
午
、

午
後
１
時
～
４
時

【
場
所
】
町
役
場
本
庁
舎
１
階
大
会
議
室

【
相
談
内
容
】
小
規
模
納
税
者
の
所
得
税

及
び
復
興
特
別
所
得
税
・
個
人
消
費
税
、

年
金
受
給
者
並
び
に
給
与
所
得
者
の
所
得

税
及
び
復
興
特
別
所
得
税
の
ア
ド
バ
イ
ス

※
申
告
書
の
提
出
の
み
の
方
は
、
税
務
署

に
直
接
か
郵
送
に
て
提
出
し
て
下
さ
い
。

土
地
、
建
物
及
び
株
式
な
ど
の
譲
渡
所
得

の
あ
る
場
合
は
ご
遠
慮
下
さ
い
。
混
雑
す

る
場
合
に
は
、
受
付
を
早
め
に
締
め
切
る

こ
と
が
あ
り
ま
す
。

【
持
ち
物
】
印
鑑
、
源
泉
徴
収
票
、
マ
イ

ナ
ン
バ
ー
に
係
る
本
人
確
認
書
類
の
写
し

な
ど
そ
の
他
申
告
に
必
要
な
書
類

※
申
告
書
に
は
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
（
個
人
番

号
）
の
記
載
が
必
要
で
す
。
ま
た
、
申
告

書
を
提
出
す
る
際
に
、
申
告
さ
れ
る
ご
本

人
の
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
に
係
る
本
人
確
認
書

類
の
提
示
ま
た
は
写
し
の
添
付
が
必
要
で

す
。
次
の
ど
ち
ら
か
を
ご
持
参
下
さ
い
。

①
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
の
み

②
通
知
カ
ー
ド
な
ど
の
本
人
確
認
書
類
及

び
運
転
免
許
証
な
ど
の
身
元
確
認
書
類

【
問
い
合
わ
せ
】
鰍
沢
税
務
署

☎
０
５
５
６
（
２
２
）
３
１
９
１ 

内
線
20

インフォメーション・お知らせ

デ
イ
サ
ー
ビ
ス
職
員
・
登
録
ヘ
ル
パ
ー
募
集

町
社
会
福
祉
協
議
会

インフォメーション・お知らせ

　

山
梨
県
の
高
齢
者
生
涯
学
習
の
場
で
あ

る
「
山
梨
こ
と
ぶ
き
勧
学
院
」
で
は
、
来

年
度
の
学
生
を
募
集
し
ま
す
。

【
出
願
受
付
】
２
月
１
日
㈮
か
ら�

定
員
に

な
り
次
第
締
切
（
入
学
案
内
・
募
集
要
項

は
町
教
育
委
員
会
や
峡
南
教
育
事
務
所
な

ど
で
配
布
予
定
）

【
修
業
年
限
】
２
年
（
年
25
講
座
実
施
）

【
講
座
日
】
原
則
火
曜
日
（
月
平
均
２
回
）

【
費
用
】
基
本
学
習
費
と
し
て
１
６
，

０
０
０
円

【
問
い
合
わ
せ
】
山
梨
こ
と
ぶ
き
勧
学
院

☎
０
５
５
（
２
３
３
）
６
９
４
７

　

放
送
大
学
は
、
テ
レ
ビ
や
イ
ン
タ
ー

ネ
ッ
ト
で
学
べ
る
通
信
制
の
大
学
で
す
。

　

10
代
か
ら
90
代
の
幅
広
い
世
代
、
約

９
万
人
の
学
生
が
、大
学
を
卒
業
し
た
い
、

学
び
を
楽
し
み
た
い
な
ど
、
様
々
な
目
的

で
学
ん
で
い
ま
す
。

　

心
理
学
・
福
祉
・
経
済
・
歴
史
・
文
学
・

情
報
・
自
然
科
学
な
ど
幅
広
い
授
業
科
目

が
１
科
目
か
ら
学
べ
ま
す
。

　

た
だ
い
ま
平
成
31
年
年
度
第
１
学
期
の

入
学
生
を
募
集
し
て
い
ま
す
。
詳
し
い
資

料
を
無
料
で
送
付
致
し
ま
す
の
で
、
お
気

軽
に
お
問
い
合
わ
せ
下
さ
い
。

【
出
願
期
間
】
▼
第
１
回
２
月
28
日
ま
で

▼
第
２
回
３
月
17
日
ま
で

【
問
い
合
わ
せ
】
放
送
大
学
山
梨
学
習
セ

ン
タ
ー
☎
０
５
５
（
２
５
１
）
２
２
３
８

　「
求
職
者
支
援
制
度
」
と
は
、
雇
用
保

険
を
受
給
で
き
な
い
方
（
受
給
期
間
終
了

者
含
む
）
が
、
職
業
訓
練
に
よ
る
ス
キ
ル

ア
ッ
プ
を
通
じ
て
早
期
就
職
を
実
現
す
る

た
め
に
、
国
が
支
援
す
る
制
度
で
す
。

【
訓
練
コ
ー
ス
】
基
礎
コ
ー
ス
、実
践
コ
ー

ス
の
２
種
類
（
ス
キ
ル
や
希
望
に
よ
り
選

択
で
き
ま
す
）

【
訓
練
分
野
】
Ｏ
Ａ
事
務
（
パ
ソ
コ
ン
、

簿
記
な
ど
を
含
む
）、
介
護
福
祉
な
ど

【
訓
練
期
間
】
２
～
６
ヵ
月

※
受
講
無
料
（
テ
キ
ス
ト
代
、
検
定
料
な

ど
は
自
己
負
担
）

※
訓
練
期
間
中
や
訓
練
終
了
後
も
、
ハ

ロ
ー
ワ
ー
ク
に
よ
る
就
職
支
援
可
能

【
問
い
合
わ
せ
】
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
鰍
沢
☎

０
５
５
６
（
２
２
）
８
６
８
９

農
振
除
外
等
の
受
付
を
し
て
い
ま
す

土
地
利
用
計
画
の
見
直
し

■農振除外要件
次の要件を全て満たすこと

①�除外を希望する農地以外に、
農用地区域外で代替できる適
当な土地がないこと。

②�農用地区域内の農地集団化、
農作業の効率化など、農業上
の効率的、総合的な利用に支
障を及ぼすおそれがないこと。

③�農用地区域内で農業経営を営
む方に対し、農地の利用集積
に支障を及ぼすおそれがない
こと。

④�土地改良施設の機能に支障を
及ぼすおそれがないこと。（土
地改良事業などで整備した道
路や水路も含む）

⑤�国、県の直轄事業や補助によ
る土地改良事業、これに準ず
る事業の施行に係る区域の場
合は、工事完了後の翌年度か
ら８年を経過した土地である
こと。（経過年数は工事内容な
どで異なります）

　

町
で
は
、
農
業
振
興
地
域
整
備
計
画

を
定
め
、農
業
振
興
を
進
め
て
い
ま
す
。

　

こ
の
た
び
、
社
会
的
・
経
済
的
状
況

の
変
化
を
踏
ま
え
、
土
地
利
用
計
画
の

見
直
し
を
検
討
し
て
い
ま
す
。

　

そ
こ
で
、
農
振
除
外
後
、
お
お
む

ね
２
年
以
内
に
事
業
実
施
予
定
が
あ

り
、
緊
急
的
、
か
つ
具
体
的
な
計
画

が
あ
る
方
の
農
振
除
外
の
申
請
、
ま

た
は
農
用
地
区
域
外
に
あ
る
農
地
を

農
用
地
区
域
内
へ
入
れ
る
編
入
申
請

を
受
け
付
け
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

　

左
表
の
要
件
を
確
認
し
農
振
除
外
を

希
望
さ
れ
る
方
は
、
町
に
「
農
用
地
区

域
除
外
要
望
書
」を
提
出
し
て
下
さ
い
。

■
受
付
期
間

　

年
始
の
受
付
は
１
月
４
日
㈮
か
ら

１
月
31
日
㈭
ま
で

（
土
日
、
祝
日
を
除
く
）

■
提
出
書
類

　

農
用
地
区
域
除
外
要
望
書
（
そ
の
他

の
添
付
書
類
は
除
外
要
望
書
様
式
に
て

ご
確
認
下
さ
い
。）

　
様
式
は
、
町
農
林
課
・
町
民
課
・
六

郷
支
所
に
用
意
し
て
あ
り
ま
す
。

※
農
振
地
に
農
業
用
施
設
の
計
画
が
あ
る
方

は
お
問
い
合
わ
せ
下
さ
い
。

【
問
い
合
わ
せ
・
提
出
先
】

町
農
林
課
農
林
係
（
三
珠
庁
舎
）

☎
０
５
５
（
２
４
０
）
４
１
６
３

臨
時
職
員
募
集

町
社
会
福
祉
協
議
会

町
有
住
宅
入
居
者
募
集

町
ま
ち
づ
く
り
推
進
課

税
理
士
に
よ
る
無
料
申
告
相
談
会

鰍
沢
税
務
署

「
山
梨
こ
と
ぶ
き
勧
学
院
」
学
生
募
集

山
梨
こ
と
ぶ
き
勧
学
院

放
送
大
学
４
月
入
学
生
募
集

放
送
大
学
山
梨
学
習
セ
ン
タ
ー

スマホで川の水位を確認できます

　町内の県管理河川で、簡易型（危機管理型）水位計の運用を開始しました。
お手元のパソコン、スマートフォンで確認できます。台風や大雨の際など、
避難判断材料としてご利用下さい。

川の水位情報（パソコン・スマートフォンから）

ＵＲＬ：https://k.river.go.jp/
問県県土整備部治水課災害・水防担当

☎ 055-223-1702

ご
存
じ
で
す
か
？
「
求
職
者
支
援
制
度
」

ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
鰍
沢

対象河川
印川（櫻本橋・高田）、押出川（道林橋・大塚）
宮原川（昭和橋・宮原）、芦川（村中橋・下芦川）

合同不動産公売 のお知らせ
　町では県と合同で差押物件の公売を行
います。高田地内の農地１カ所と上野地
内の農地 1 カ所、市川大門地内の居宅地
１カ所を予定しています。（※農地の入
札時には、買受適格証明書が必要です）

公売日　２月５日㈫
　詳しくは、税務課徴収係 ☎ 055-272-

1104 までお問い合わせ下さい。
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ハガキまたはメールで、クイズの答え、住
所、氏名、ペンネーム、年齢、電話番号、
広報の感想や町への意見を書き
〒 409-3601 市 川 三 郷 町 市 川 大 門
1790-3 市川三郷町役場総務課広聴広報
係までご応募下さい。
ims1790
@town.ichikawamisato.
yamanashi.jp

【締切】1月15日必着

正解者５名の方に抽選で記
念品を差し上げます。

（記念品は月によって内容が
変わる場合があります。ご了
承下さい）

※必要事項が明記されていない
場合は、対象からはずさせてい
ただきます

クイズに答えて記念品をゲット！

対応する携帯電話などで読みとると、
本町のメールアドレスを表示します

〈メルアドＱＲコード〉

■先月号の答え
　市川三郷町「プレミアム商品券」の利
用期限が迫っています。いつまで？の答
えは③ 12/31 が正解でした。
　おめでとうございます。次の方が当選さ
れました。記念品をお贈りします。

マーちゃんさん、ショコラさん、トモバー
バさん、ミッチーさん、豆大好きさん

① お年玉
② 門松
③ おせち料理

《問題》
～ヒントは広報紙の中に～

　ふるさと大使たかくらかずきさんが
描いた表紙のイラストに描かれている
のは次の内どれ？

「いちかわみさと歴史探訪」は、お休みします。

西伊豆町は、
伊豆半島の

ココ！

姉
妹
町
の
静
岡
県
西
伊
豆
町
を
ご
紹
介

に
し
い
ず
便
り

姉
妹
町

　市川三郷町の皆さん、あけましておめでとうございます。
　今年もにしいずだよりを宜しくお願いします。
　西伊豆町では、平成 29 年度のふるさとフォトコンテスト（夕陽
部門・ふるさと部門）の写真を使用した「西伊豆町町民カレンダー」
が好評販売中です。
　どのページをめくっても、幻想的な夕陽や西伊豆町のなにげな
い日常の風景を、お楽しみいただけます。
　お電話での郵送販売受付や、ホームページでの販売受付も行っ
ており、市川三郷町の皆さまにもお買い求めいただけます。
　これから一段と寒さが増す中で、西伊豆町の暖かい写真に癒
されてみてはいかがでしょうか？

西伊豆町町民カレンダー好評販売中

▶
西
伊
豆
町
町
民
カ
レ
ン
ダ
ー

（
実
物
は
カ
ラ
ー
）

問西伊豆町まちづくり課
☎ 0558-52-1966

地域の話題や情報をお寄せ下さい
町総務課広聴広報係 ☎ 055-272-1102

　

快
晴
の
空
の
下
、
大
塚
に
ん
じ
ん
収
穫
祭
が
、

み
た
ま
の
湯
特
設
会
場
で
12
月
８
日
に
開
催
さ

れ
ま
し
た
。
19
農
家
と
２
団
体
が
２
１
０
０
袋

の
大
塚
に
ん
じ
ん
を
販
売
し
、
販
売
開
始
時
会

場
に
は
長
蛇
の
列
が
で
き
ま
し
た
。（
写
真
①
）

　

こ
の
ほ
か
会
場
で
は
、
フ
ー
ド
コ
ー
デ
ィ

ネ
ー
タ
ー
芦
澤
香
苗
さ
ん
に
よ
る
大
塚
に
ん
じ

ん
の
一
本
揚
げ
や
、
第
19
回
目
の
開
催
に
ち
な

ん
で
、
大
塚
に
ん
じ
ん
な
ど
を
巻
い
た
、
長
さ

19
ｍ
の
太
巻
き
作
り
を
お
客
さ
ん
と
協
力
し
行

い
ま
し
た
。（
写
真
②
）

　

そ
の
他
、
収
穫
体
験
（
写
真
③
）
や
品
評
会

表
彰
式
（
写
真
④
）、
各
種
模
擬
店
の
出
店
が
あ

り
ま
し
た
。
大
塚
に
ん
じ
ん
は
１
月
下
旬
ま
で

収
穫
さ
れ
、
み
た
ま
の
湯
内
の
直
売
所
な
ど
で

販
売
さ
れ
ま
す
。

第
19
回
ふ
る
さ
と
冬
ま
つ
り

２
０
１
８
の
っ
ぷ
い

大
塚
に
ん
じ
ん
収
穫
祭

盛
大
に
開
催
さ
れ
ま
し
た

三世代で交通安全学ぶ
三世代交通安全教室

　園児、父母、祖父母の三世代を対
象に、家庭での交通安全意識の向上を
目的とした交通安全教室が11月28日
三珠保育所で行われました。鰍沢警察
署、ＪＡＦ、町交通安全母の会、専門
交通指導員の指導のもと、専用の装置
を使った車の衝撃体験や園庭を歩き道
路を渡るときの注意点を学びました。

冬の市川三郷で健脚競う
三珠地区駅伝大会・六郷地区一周駅伝競走大会

　駅伝競走大会が11月18日三珠地区（写
真①）で、12月９日に六郷地区（写真②）で開
催されました。いずれの大会も合併前から
続いており、今回で三珠は42回目、六郷
は43回目を迎えます。地元の地区や愛好
会などがチームを編成し、冬の町内で襷を
つなぎました。

三
珠
地
区
・
六
郷
地

区
の
優
勝
チ
ー
ム
は

次
の
と
お
り
で
す
。

■
三
珠

矢
作
（
地
区
対
抗
の
部
）

し
ろ
ひ
げ

（
オ
ー
プ
ン
の
部
）

■
六
郷

岩
間
（
地
区
対
抗
の
部
）

ラ
ン
ニ
ン
グ
Ｈ
Ｒ

（
一
般
の
部
）

② ①
①

②④

③

親子で考える税に関する標語
公益社団法人 鰍沢法人会

　公益社団法人鰍沢法人会では、家族で税について考える機会と
なることを目的として、税になじみの薄い小学生やその保護者など
を対象に「親子で考える税の標語」の募集を行い、表彰式を11月
22日に下部ホテルで行いました。本町では、上野小６年の池田美
優さんが市川三郷町長賞を受賞しました。
　作品は、税務署内や峡南各町役場内などに巡回掲示されます。

チ
ョ
コ
買
っ
た

わ
た
し
も
ち
ゃ
ん
と

納
税
者

■
市
川
三
郷
町
長
賞

池田 美優（上野小６年）▲受賞者の皆さん（池田さん写真前列右から３番目）

便便りり

第3号第3号

便り

便

り

便

り第3号第3号

第 67号 社協は、町民の皆様と一緒に地域福祉活動を進めていきます。
問町社会福祉協議会 ☎ 055-272-4179

FAX055-230-3137

　

社
協
で
は
12
月
１
日
、
町
防
災
課
、

町
赤
十
字
奉
仕
団
、
災
害
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
セ
ン
タ
ー
運
営
協
力
員
連
絡
会
の

協
力
を
得
て
、
災
害
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

セ
ン
タ
ー
設
置
運
営
訓
練
を
実
施
し

ま
し
た
。

　

災
害
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
セ
ン
タ
ー
は
、

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
力
を
借
り
て
被
災

者
の
復
興
支
援
を
行
う
拠
点
で
、
被

災
地
の
ニ
ー
ズ
の
把
握
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
の
受
入
れ
と
派
遣
、
資
機
材
の
貸

出
し
、
関
連
情
報
の
発
信
等
が
主
な

役
割
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

当
日
は
51
名
の
参
加
が
あ
り
、
受

付
か
ら
活
動
実
施
ま
で
の
流
れ
を
把

握
し
、
各
班
の
業
務
内
容
に
つ
い
て

理
解
を
深
め
ま
し
た
。
ま
た
、
個
人

宅
や
店
舗
か
ら
の
ニ
ー
ズ
に
基
づ
き
、

掃
除
や
片
づ
け
等
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

活
動
を
行
い
ま
し
た
。

　

今
後
も
実
際
の
災
害
を
想
定
し
、

継
続
的
に
訓
練
を
実
施
し
ま
す
。
な

お
、
災
害
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
セ
ン
タ
ー

の
運
営
協
力
員
を
募
集
中
で
す
。
活

動
に
関
心
の
あ
る
方
は
、
お
問
い
合

わ
せ
下
さ
い
。

ご
存
じ
で
す
か
？

災
害
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
セ
ン
タ
ー

◀これは全国の社会福祉協議会ロゴです

▲訓練の様子

　六郷小５年生の雨宮ゆらさん（峡南空手道�
柾友会）が、７月に開催された関東少年少
女空手道選手権大会優勝（広報平成 30 年８
月号で紹介）に続き、８月に第18 回全日本
少年少女空手道選手権大会で準優勝、第58
回空手道糸東会全国選手権大会で優勝し、
11月には第 25回空手道糸東会関東選手権
大会で優勝しました。雨宮さんの日本のトッ
プクラスでの活躍が今後も期待されます。

◀
第
18
回
全
日
本
少
年
少
女

空
手
道
選
手
権
大
会

全
国
・
関
東
大
会

で
好
成
績
！

いちかわみさとの小学生がんばる

善意ありがとうございます
■六郷の里秋まつりボランティアの会より、
会の解散のため、福祉・災害ボランティアな
どに役立てていただきたいと、町社会福祉協
議会に321,555円の寄付をいただきました。
■堀ノ内 正登様（大塚）より、父・故昭治様
のご遺志により、福祉に役立てていただきた
いと、町社会福祉協議会に100,000 円の寄
付をいただきました。
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貯筋教室の日程は、いちかわみさとカレンダーをご覧下さい

 健診や予防接種等の日程をお知らせします。
 日時、会場等をご確認のうえ、お出かけ下さい。

町いきいき健康課 ☎ 0556-32-2114

　新年あけましておめでとうごさいます。
　ノロウイルスは冬季に流行します。「感染し
ない」「感染を拡大させない」ことが大切です。
正しい知識を知り、感染を防ぎましょう！！

ノロウイルスとは？
　手指や食品を介して口から感染し、腸管内
で増殖します。乾燥や熱、アルコールなどの
消毒剤への抵抗力があり、感染力も強く、少
量のウイルスでも感染・発症します。主な症
状は腹痛、下痢、吐き気、嘔吐で、潜伏期
間は約２４～４８時間といわれています。

予防法 ―感染しないために―
✓洗い残しがないよう、念入りな手洗いを
✓過熱殺菌や調理器具の消毒を
対処法 ―症状があらわれた時に―
✓身体の右側を下にして寝かせる（窒息予防）
✓全身を毛布などで温める
✓脱水症状を防ぐため水分補給をする
✓下痢止め薬は飲まない（症状悪化の危険）
✓自己判断せず、かかりつけ医に相談
処理法 ―感染拡大を防ぐために―
✓感染力を持つ嘔吐物をすばやく処理
※使い捨てマスク、手袋、エプロン、ビニール袋
を使い、ウイルスが飛び散らないように静かに
ふき取る。拭き取ったものはすぐにビニール袋で
密封し、０．１%次亜塩素酸ナトリウムを染み込む
程度入れる。汚染された場所は、０．０２%次亜
塩素酸ナトリウムに浸した布やペーパータオルで
拭き、その後水拭きします。換気を忘れずに。

寒い冬、予防を大切にノロウイルスに感染す
ることなく、元気に冬を越しましょう！！

（保健師・浅川珠美）

�　��次亜塩素酸ナトリウム消毒液のつくり方
～ペットボトルで簡単につくれます～

通常の消毒用（調理器具や手すり、床など）

１ℓのペットボトルに水を入れ、キャップ１杯
（５mℓ）の漂白剤を加える。

汚物などの処理用（汚物や便がついた廃棄物など）

５００mℓのペットボトルに水を入れ、キャップ
２杯（１０mℓ）の漂白剤を加える。

※十分な換気、ビニール手袋などの着用。
※トイレ用洗剤など酸性のものと混ぜると危険。
※金属への使用は錆びの原因。消毒後、水など
で洗い流す。

都合がつかない方は、
いきいき健康課子育て支援係までご連絡下さい

予防しよう！

ノロウイルス

歯周疾患検診
を受けましょう！
　今年度から対象の方に、歯周疾患検診を実施
しています。歯を失う原因の 90％は歯周病と虫
歯です。早期に歯を失うことは、健全な食生活
を送ることが難しくなり、噛みしめる能力の低
下により運動機能が衰え、転倒やケガに繋がり
ます。生活習慣病の多くを予防・改善するには
歯の健康はかかせません。全身の健康を守るた
めにもこの機会にぜひ歯周疾患検診を受診しま
しょう。

対象年齢  40歳、50歳、60歳、70歳の方
（平成 31 年 3月 31 日時点の年齢）

検  診  料 無料

実施期間  １月３１日まで
�※期間外は実費となります。

医療機関

  山梨県歯科医師会会員の歯科医院
※山梨県歯科医師会ホームページの「歯医者さ
ん検索」で検索、または希望される歯科医院に
受診できるかどうかご確認下さい。

※対象の方には、7 月末に受診票を送付してい
　ます。紛失した場合はいきいき健康課までご
　連絡下さい。

検診料無料
治療にかかる費用は
　　　　含まれません

～　乳児・幼児健診　～

■□■４カ月児・７カ月児健診
【とき・場所】1/22 ㈫ 三珠健康管理センター

【受付時間】午後１時～１時 30 分
【対　　象】平成 30 年 6 月、9 月出生児
【持 ち 物】母子健康手帳、バスタオル、同封の問診票

■□■１０カ月児・１３カ月児健診
【とき・場所】1/30 ㈬ 三珠健康管理センター

【受付時間】午後１時～１時 30 分
【対　　象】平成 29 年 12 月、平成 30 年 3 月出生児
【持 ち 物】母子健康手帳、バスタオル、同封の問診票

■□■ １歳６カ月児健診　全地区対象 
【とき・場所】1/10 ㈭ 三珠健康管理センター

【受付時間】午後１時～１時 30 分
【対　　象】平成 29 年 3月～ 6月出生児
【持 ち 物】母子健康手帳、問診票、同封のアンケート

～　母子健康手帳の発行　～

【と　　き】 1/8 ㈫、1/30 ㈬
【場　　所】三珠健康管理センター　１階和室

【受付時間】午前 10 時（時間厳守でお願いします）
※発行には１時間程度かかります。

【持 ち 物】印鑑、保険証、個人番号カードまたは通
知カード、運転免許証などの身分が確認できる物
※ 原則、上記日程で本人に限り発行となります。

※ ご不明な点は、子育て支援係までお問い合わせ下さい。

～　カンガルー（母親）学級　～

■１回目 1/11 ㈮  母乳、妊娠中の栄養について、マタニ
ティヨガ

■２回目 1/18 ㈮  楽なお産のための妊娠体操とリラック
ス法、マタニティヨガ

■３回目 1/25 ㈮  お産の進み方と過ごし方、知って得す
る呼吸法、マタニティヨガ

【時　　間】午後１時 30 分～４時（受付は午後１時～）
【場　　所】三珠健康管理センター

【対　　象】町内にお住まいの妊婦さん
【持 ち 物】 母子健康手帳、筆記用具、１回目で渡す

テキスト（動きやすい服装でお越し下さい）
※ 予約制です。希望者は子育て支援係までご連絡下さい。

子宮がん検診を
受けましょう！！

問町いきいき健康課健康増進係☎ 0556-32-2114

対象年齢  20歳以上の女性
　　　（平成 31年 3月 31 日時点の年齢）

実施期間  １月３１日まで
自己負担  1,500 円（子宮体部がん検診を受

診の場合は 2,200 円）
※子宮がん検診を申し込みされた方には、
７月末に受診票を送付しています。
※お申込みがまだの方も、今からお申込み
できます。いきいき健康課までご連絡を！

～　予防接種　～

公費負担  １回の接種につき４，０００円の助成
差額は自己負担となります

　　　　　※医療機関によって金額が変わります

接種期間 ３月３１日まで
※対象者には３月末に通知しています。
※既に町の助成を受けて接種している方は定期接種
　の対象外となります（対象外の方には、通知して
　いません）。

高 齢 者
肺炎球菌
ワクチン

対
象
者

平成３０年度内に
６５歳・７０歳・７５歳・８０歳
８５歳・９０歳・９５歳・１００歳
となる方

※生年月日詳細は、平成３０年
１２月号１８ページ掲載

対象者  接種日において６５
歳以上で接種を希望
される方

接種期間 １月３１日まで
公費負担  1 人１回のみ、３，０００円の助成

差額は自己負担となります
※対象者には、９月末に通知及び予診票を送付しています。
※接種をされる際は、希望する医療機関に電話予約
　をして下さい。
※町内医療機関、及び昨年予防接種を受けた医療機
　関以外での接種希望者は、いきいき健康課までご
　連絡下さい。

町内の医療機関  一瀬医院（055-272-0183）、立川医
院 （055-272-0355）、溝部医院（055-272-0003）、磯野医
院（0556-32-1881）、髙橋医院（0556-32-2521）町営国民
健康保険診療所（055-272-7111）、市川三郷病院（055-272-
3000）、市川メディカルクリニック（055-272-3337）

高齢者
インフルエンザ
予防接種

～　すくすく相談会　～

【日　　時】1/8 ㈫　午後１時～
【場　　所】三珠健康管理センター
※ 完全予約制です。
※申し込み問い合わせは、1/4 ㈮までにいきいき健康課
　子育て支援係までご連絡下さい。

言葉が遅い、落ち着きがない、こだわりが強い、
学力面の心配、登園・登校しぶりがある、対人
関係や集団生活に心配がある等…子どもに関す
る悩みや対応の仕方等を専門の心理士に相談し
てみませんか？

相談は無料で秘密は厳守されますので
安心してご相談下さい

　２０代～３０代に増えている子宮頸がんは、早
期発見により治る可能性が高い病気です。早期
発見のためには検診を受けることが大切です。
個人差はありますが、検査の痛みはほとんどあ
りません。定期的に子宮がん検診を受けましょ
う！！受診希望者はご連絡下さい。

　1　1
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